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  神様に用いられる人(士師記11:1-3)
　
　私たちに許されている人生は一度限りのものです。二度、三度あるものではありません。そして、世の中は、人生の答えが何かを知らずにさまよい続け苦しんでいるところです。そこで信者として真心から自分自身に問いかける必要があると思います。私はほんとうに神様に用いられる人なのか。その質問をぶつけることによって、人生の転換点を迎えるようになるでしょう。
　今日の聖書には、エフタという人がイスラエルの士師として立てられて、いつものように悪を行い危機に直面していたイスラエルを助ける話が紹介されています。聖書では、その神様に用いられたエフタという人は、遊女の子どもだったと紹介されています。しかも、その遊女だったお母さんが正妻ではなく、後妻の立場の人間であり、そこから生まれた子どもがエフタでした。それで、本妻から生まれた子どもたちが大きくなったときに、「おまえは私たちと同じ兄弟にはなれません。父の家を受け継ぐことはできない」といじめて苦しめ、結局、家から追い出してしまうようになりました。エフタは独り身になって追い出され、寂しく人生を生きる人間だったわけです。そのときイスラエルが敵の攻撃によって危機に直面し、人々がエフタに助けを求めに来たわけです。その理由がなんなのか、正確には聖書に紹介されていません。たぶんエフタが勇士だったというのは、エフタが戦争に長けていたものではないかと推測できます。そして、もう一つは11節を見ると、そのエフタがいままでのいろいろなことをもって神様にそれを報告し、神様と祈りを通してやりとりをしていたということが紹介されています。それ以外は、そのエフタに助けを求めに来たという理由がよく分かりませんが、とにかくこのようにしてエフタという人間が、士師となりイスラエルを助ける、神様に用いられる人になったということが、今日の聖書のお話です。ここで信者の私たちは、このような時代に生かされて、一度限りの人生をいま許されているものとして、自分は神様に用いられる人間なのか、その質問を持ってこのような神様のメッセージをしっかりと握りしめないといけないと思います。

それは第一に、神様は人を用いられるときに、人の条件にこだわる方ではないということです。神様は人の条件を見る方ではありません。世の中では人を使うときに、あるいは会社で採用するときに、まず筆記テストのようなものがあり、その後は必ず面接があります。そこでその人がどこの学校を出たのか。学校生活はどのように送っていたのか。そこで成績はどれぐらい修めていたのか。社会生活、また、人間性などはどうだったのか。家庭環境はどうなのかなど、いろいろなことを検討して、こちらの会社にふさわしいものなのかどうかを見て採用するのが普通です。別にそれは間違いではありません。私たちは、それに慣れているものです。それで神様も人を用いられるときにはそうじゃないだろうかと勝手に思います。しかし、聖書のどこを見ても、神様は会社で人を雇うときのように、採用の条件を見るような方ではありません。聖書を見ますと、神様に用いられた人々は、多様な職業を持っています。農村出身の人もいれば、漁師の職業を持っていると人もいて、ときには王様もいるし様々な職業の人がいるわけです。そして、出身も様々です。祭司の息子もいるし、羊飼いをしている者もいるし、農村の人もいるし、今日の聖書にあるように遊女の息子もいるし、いろいろな出身の人がいます。また、性別などもこだわりません。このように様々な条件があるわけです。と言いますのは、それを裏返しますと、神様はそのような職業や出身がどうなのか、性別がああだ、こうだなどはこだわらないということです。それがまず私たちが見ないといけないことです。

その中で何人かの人を例として取り上げて申し上げます。ご存知のようにアブラハムという人は、信仰の祖先と言われるように、大いに用いられた人の一人です。そのアブラハムは偶像の文化の中で、偶像を作る家系で仕事をしていた者です。そして、人間的には自分の身の安全のために、自分の妻を売り出そうとしていた卑怯な人格を持っている人間でした。それから、モーセという人は、実はいろいろな事情があったのでしょうけれども、捨てられた中で拾われて養子になった人間でした。それでも、とにかくお姫様の養子になったので、宮殿の生活を通して良い教育を受けて、良い大学を出て、王子様としてのときがありましたが、そのときには用いられることがありませんでした。そこで事故を起こして、ミデヤンという荒野に逃げて、そこですべてを失った後、80歳の老人になったとき、妻の実家でお世話になるような立場の人間だったモーセを神様は用いられました。別に立場がぐじゃぐじゃな人間が用いられるという意味ではありません。聖書が私たちに語りたいのは、神様は人の条件にこだわって人を採用し用いられる方ではないということです。これを忘れてはいけません。ダビデも、ダビデのように用いられた人間は他にはないほど神様に大いに用いられた一人です。そのダビデは、実はサムエル預言者を通して、これからイスラエルの王になるから、そこに行って油を注ぎなさいと言われて行ったときに、ダビデの兄弟が集められたときに、まずそこに呼ばれなかった人なのです。他の兄弟は皆集められて誰なのだろうと期待を込めて待っていたその時、ダビデはいちばん末っ子なので、おまえはそんなはずがないだろうと思われて羊の番をしていました。それで最後に急遽、ダビデをその野原から呼び出して油を注がれるようになりました。そういう扱いをされていた者なのです。そして、ペテロという人間は、実はガリラヤ出身であり、ガリラヤ出身者は、田舎中の田舎者でした。申し訳ありません。いまの日本で申し上げると、鳥取に当たるようなところです。ごめんなさい。誤解しないでください。そこが悪いという意味ではありません。実際、人口的に発展の意味で、いろいろな意味で、駅前の明るさなどを見たときに、キャンプでいちばん暗かったのがそこら辺だったのです。とりあえずその田舎出身で漁師でした。当時、漁師というのは、いちばん下っ端の仕事でした。しかも誰が見ても、あの人は無学の人だとすぐに分かるような人間でした。しかし、神様に用いられました。それからパウロという人は、いろいろな意味で備えられていた人なのですが、イエス様、教会を迫害していて、その先鋒に立っていた人間でした。それなのに、そのようなパウロも神様に大いに用いられる人になっていきました。何人かの例を取り上げて考えても、神様は人を用いられて答えがないままさまよっている人々を助け、この世を生かす方なのですが、そのときに用いられる人、条件などにこだわる方ではないのです。それを忘れてはいけません。

先程も申し上げましたように、私たちは条件にこだわって採用され評価されることに随分慣れているので、神様の前で自分のことを考える時にも、ついついそっちの方に持っていく傾向がありますが、そこを直さないといけません。神様は、この世を生かすために、この世を愛していらっしゃるので人を用いられ、教会を用いられる方ですが、その用いられる条件（条件という言葉もおかしいのですが）と言えば、キリストの契約があるかないかだけなのです。神様が人を用いられる理由は、キリストの契約だけです。だから、様々な職業、出身であるということを申し上げました。アブラハム、モーセ、ダビデ、いろいろといますが、神様に用いられた人の共通する部分があります。時代も違うし、職業も出身も様々なのですが、共通する部分が何かといいますと、皆がキリストの契約の人なのです。生まれながらその家系に生まれてキリストの契約を正しく教えられた人もいるし、神様が不可抗力的な恩寵をもってキリストの契約の方に引っ張った人もいます。いろいろな経緯はありますが、用いられるようになったそのきっかけ、ポイントというものは、キリストの契約だったのです。

キリストの契約はなんでしょうか。人が取り返しのつかない地獄に落ちるしかない、生まれながら滅びの運命を抱えて生きるしかないようになってしまいました。その罪を犯したことに対して、神様が最初からおっしゃいました。女の子孫が生まれて、蛇の頭を踏み砕いて、そして、女の子孫がかかとに噛み付くようになる。これがキリストの契約です。女の子孫、キリストを通してのみ、あなたがたは救われるようになる。この人類に希望はキリストのほかにはありません。なぜならキリストだけが蛇の頭を踏み砕いて勝利できる唯一のまことの王様だからです。これがキリストの契約です。アブラハムを召された途端に、そして、召された理由が、「私があなたに指示するその地に行きなさい」でした。そこがカナンの地なのです。それがキリストなのです。アブラハムが用いられたのはキリストなのです。卑怯な人間だったにもかかわらず。モーセが80歳の老人で妻の実家でお世話になるようなぼろぼろな状態だったにもかかわらず、後で気づきました。神様に犠牲のいけにえを捧げないといけないと。その犠牲のいけにえがキリストなのです。だから、モーセは用いられました。ダビデは誰よりも契約の箱を愛していた者です。その契約の箱を置くための神殿にこだわっていた者です。契約の箱、神の神殿、それこそがキリストなのです。そのキリストが実際に世に姿を現しました。十字架で死なれたイエス様がそのキリストなのです。ペテロは無茶苦茶な人間であったのにもかかわらず、イエス様がそのキリストだという告白ができた者です。主はいける神の御子キリストです。用いられるわけです。条件がどうであれ、一切関係ありません。来られるキリストを見上げつつ、用いられたのであれば、来られたイエス様がキリストだと告白する者は言うまでもなく用いられるわけです。パウロはいろいろなことがあったのにもかかわらず、キリストが自らパウロの前に現れてひざまずかせ、イエスがキリストだったということを教えることによって、いままでのすべてをちりあくたと告白し、キリストオンリーになった者です。パウロは、Ⅰコリント2：2を見ると、私はキリスト・イエスの十字架以外には、何も言わないことに決心したと告白します。哲学に長けている者、博士の学位を持っている者、律法に詳しい者、パリサイ人だったそのパウロが、キリスト・イエスの十字架以外には何も知らないことにしました。だから、神様に用いられたのです。この共通点を皆が持っているわけです。
改めて、キリストの契約を持っているということはどういうことでしょうか。少しだけ解き明かしますと、人間が抱えている罪というものは、道徳的、倫理的なものではなくて、根本的な神に対しての罪なので、絶対解決不可能な罪だということに気づくことです。ですから、道は一本しかありません。キリストだけです。人がどうのこうの、知識がああだ、こうだ、いろいろな論理、理論があるでしょう。ときには世の中を維持するために、また生きていくために必要なものに間違いありません。しかし、道はありません。答えは存在しません。キリストだけなのです。これがキリストの契約です。しかもそのキリストが私たちの問題のために私たちがまだ罪人であったときに、まったく私たちと関係なく、贖いの死を遂げることによって、身代わりになることによって、贖いの恩寵によって私たちは助かる、これがキリストです。ですから、私たちがその祝福にあずかる方法は、いままで世の中にはなかった法則、宇宙にない法則、神から与えられた新しい法則、信仰によって生きることです。これがキリストの契約です。神様は、キリストの契約のある者を用いられます。もっと正確に申し上げると、キリストの契約を植え付けて、それで神様は用いられます。誰にキリストの契約を植え付けるのか。それは私たちの管轄ではありません。神様は、ある人は用いられる器、ある人は捨てる器とし、それは神様の御手にあるものなので私たちは分かりません。ただキリストの契約が植え付けられるようになった結果だけを見て、感激とともに感謝するしかないのです。なぜ私を選んでそうしたのか、それは分かりません。皆、同じ罪人なのに。それが不思議で、不思議で感謝しかありません。
ここで私たちは改めて問いかけないといけません。ならば、信者である私は神様に用いられることができるものなのか。そこで皆さん、答えが見えないでしょうか。キリストであるイエス様を信じている信者は、当たり前に神様に用いられる存在です。当然、神様に用いられるしかない者なのです。なぜそう断言できるのでしょうか。私たちがどういうきっかけでイエス様を信じたのか分かりませんが、そのイエス様がキリストなのです。イエス様をキリストとして信じている者は、ローマ10：11-13を見ると、条件がどうであれ、誰でもイエスの御名を呼ぶ者は救われるとあります。誰でも救われたということは、教会に入会したということではありません。Ⅰコリント3：16、あなたがたは、聖霊が宿る神の神殿であることが分かっていないのか。これがどういう意味であり、どのような預言の成就なのかというと、旧約のエレミヤ31：33を見ると、神様がキリストのみことばを石の板に書き記して、イスラエルの民に与えました。しかし、イスラエルはことごとく裏切るようになりました。士師記がその代表的なケースではないでしょうか。その後も、イスラエルの歴史はずっと同じことの繰り返しです。そこでエレミヤを通して神様は、キリストが実際に来られた時には、石の板にキリストを書き記すのではなくて、信じる者の心に書き記すと言われました。もう忘れることもできないように、逃げることも離れることもできないように。石の板では限界だったのです。これが聖霊が宿る神の神殿であることが分かっていないのかという意味なのです。誰がなのでしょうか。キリストにあるイエス様を信じた者は誰でもです。イエス様を信じることを馬鹿にしてはいけません。聖霊が宿るようになったというのは、心に神のみことば、キリストのみことばが書き記されるようになったということです。それを指してエペソ1：13には、聖霊を持って証印を押されていると書いてあります。消すことができないように。これが信者です。これが成就したということです。Ⅱコリント3：3を見ると、石の板ではなく、心の板にキリストの福音が書き記されているとあります。あなたがたは、心の板にキリストの福音が書き記されている者なのだ。これがいまこのメッセージを聞いている皆さんのお話です。ここでまだイエス様を信じることが無理だなという人以外には、イエス様を信じている人は、皆さんが信じますと決心したからではなくて、そのイエス様がキリストであるがゆえに聖霊が宿るようになり、心に書き記されました。だから、先週も申し上げましたように、神の恵みを忘れることはできなくなってしまいました。心の板に書き記されました。
そのようになったがゆえに、エペソ1：23には、すべてのものを満たす方によって満たされるキリストのからだなる教会と言われます。つまり、皆さんがどれぐらい頑張るか、どれほど条件を整えるかではなくて、イエス様を信じることによって内側にキリストが記されているわけですから、皆さんを通して神様は、キリストのいのちと力をこの暗やみの世に流させる方なのです。それがエゼキエルの預言が成就することです。神殿からどんどん水が上がって溢れ出て、小さな川に、大きな川に、最終的には海にまで行って、すべてを覆ってしまうように。それがいま私たちに成就するわけです。自分の条件などにこだわることによって、自分が神様に用いられるしかない、そのように新しく造りかえられた存在だということを忘れてはいけません。一つだけです。イエスがキリストなので、キリストの契約のある者を用いられるのです。そのキリストの契約が、内側に証印が押されて、心の板に書き記され刻み込まれることになって消すことができない存在になりました。だから、私たちのことを教会というわけです。エペソ2：10には、私たちは神の作品であって、良い行ないをするためにキリスト・イエスにあって造られたのとあります。私たちは神様の作品であって、良い行ないのために新しく造られた者だと言われています。良い行いのためにというのが、用いられるということなのです。この確信を持って、これを心から認めて感謝し、そこで皆さんが心から叫ばないといけません。なるほど、だから私のことをマタイ5：14、世の光と呼んでいらっしゃるのです。だから、自分のことをⅠペテロ2：9、王である祭司とおっしゃっているのです。だから、こんなちっぽけな私のことをⅡコリント5：20、キリストの使節とおっしゃっているのです。ただ私はそれに応答していないだけなのです。

なぜでしょうか。こんなに未熟な者で、こんなに弱さがたくさんあるからではありません。古い枠に振り回されているからです。神様に用いられる人はどんな人なのか。神様はどのような人を用いられるか。それに対しての知識が足りないからだけです。ローマ8：29を見ると、私のことをイエス様のかたちとおっしゃっています。それに心から感激をしながらうなずいて、それから信じて告白するだけで十分です。ヨハネ14：12、あなたがたは、イエス様が行っていたことを行ない、それ以上のことを行うために召されている者です。私は必ずこれに用いられる者なのです。イエス様が行っていたことは何でしょうか。マルコ16：17-18、「わたしの名によって悪霊を追い出し、新しいことばを語り、蛇をもつかみ、たとい毒を飲んでも決して害を受けず、また、病人に手を置けば病人はいやされます。」つまり、世の中では絶対にできないこと、どんなに偉い人間も政治家もシステムも教育によってもできないこと、その尊い聖なることに用いられるしかない者なのです。だから、余計な喧嘩をしたり、心配をしたり、あるいは世の中の様々な欲に走ることなど、とんでもないとおっしゃるわけです。おまえらはそういうことのためではなくて、大統領もできない悪霊を追い出し、福音を語り、蛇をもつかみ、毒を飲んでも害を受けることができないほどの絶対的な価値ある仕事、イエス様が行っていたこと、この暗やみの世の中に神の国が臨まれるようにするその手伝いをする者だ。誰ができるのか。仕事がどんな仕事なのか、どの専門分野なのか、それは第一ではありません。イエスを証人として、これを信じて、私はこれに用いられるしかない者なのです。使徒1：8、マタイ28：16-20、あらゆる国の人々を弟子としなさい。弟子とするということは、三位一体の神の名によってバプテスマを授けることです。これはバプテスマを授ける行為の話ではありません。世の中に三位一体の神のいのちが宿るようになる、その秘密を解き放つようなことがどこにあるのでしょうか。三位一体の神様が宿られるようになったその人のこれからの人生について、教えて守れるように、それが主の再臨までずっとつないでいくようになる。何を食べるか飲むか、そこら中の人間と同じ理由で生きる者ではなくて神様に用いられる、このようなことに用いられるしかないのだと信じて告白するだけで十分なのです。
今日限り、条件にこだわる古い枠に振り回されずに、それを全部捨てて信仰をもって祈ってください。「神様、用いられるしかないことを感謝します。私をイエス様が行っていたそのことのために用いてください。この答えがないままさまよっている世の中に、絶対的に必要なそのことのために私を用いてください」。どの仕事をするのか、どのような進路に進むのか、それを悩んで心配する前に、これを祈らないといけません。そうすると、逆にそういう部分に対しては冷静になり、落ち着いて導かれるようになるでしょう。それでこれからは人間的な条件で互いに比較し合うことなど、これは警戒しないといけません。また、その条件などを取り上げて、不平に走ったり、不満を吐き出したり、誰かのせい、何かのせいということを避けなければいけません。言い訳などに走ってはいけません。逆にそういうことを全部カットして、自分自身を条件などに関係なく祝福する信者になるようにしましょう。私はもうすでに神の祝福された者なのだ、そして、これから神様に用いられるしかない者なのだと自分自身を祝福すること、これが信者のやるべき仕事です。そして、今現在、許され与えられているものに感謝してください。ああだ、こうだとつぶやかずに。いま与えられているもの、それが現場であれ、才能であれ、いろいろな環境があるでしょう。良い場合もあるし、人間的に良くない場合もあります。感謝してください。そういうことによって、それに邪魔されて用いられることがないということはありませんので。必ずそこで私を用いられるために許されたものなので、それを信じて用いられるタイミングが必ず来ます。だから、それに備えて準備しましょう。その準備が日々の祈りであり、礼拝であり、様々な訓練というものなのです。意味もなしで訓練に参加するというよりは、分かってすることによって、神様に用いられるようになり、そのあかし人になるでしょう。

最後に改めて自分自身に問いかけましょう。私は神様に用いられることができるのだろうか。一秒も迷わずに、当然、私は神様に用いられるしかない祝福の存在だと告白してください。理由は、キリストの契約が内側に刻みこまれている者だからです。どうやって分かるのか。イエスがキリストだと信じているから。それがその人の人格や様々な面においてまだ花を咲かせていないだけであって、だからといって、キリストの契約がないわけではありません。他の何かにこだわらず、キリストの契約だけにこだわるようにしましょう。それで自分自身をほんとうに祝福する信者になりましょう。
（祈り）
父なる神様。ありがとうございます。今日も礼拝を通して、神様がイエス様を信じるひとりひとりがどれほど祝福された存在なのか、だから、用いられるしかない存在であるという約束のみことばを与えてくださりありがとうございます。条件にこだわる世の枠、古い枠に騙されずに、それを拒んでキリストの契約だけにこだわり、自分自身を祝福して神様に用いられることを信じて祈り備えることができる希望にあふれる信者になるように。それで一度限りの人生、神様に用いられるすてきな勝利の人生を歩ませてください。イエス・キリストの御名によってお祈りいたします。アーメン。
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